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巻　頭　言

獣医学部　高等教育開発センター運営委員　諏佐 信行

「北里人」の原点は？
―地方キャンパスから北里大学高等教育開発センターに望むこと
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　未曾有の大惨事が発生し，大学人としての新たな年度がスタートし

た。この国が一刻も早くこの危機から立ち直り，力強い国になってほ

しいという，これまでにない感慨を抱えながら，将来の輝かしい日本

を支える学生たちの教育を担う者として，大きな使命感を強く感じて

いる。

　相模原の広野に昭和43年4月教養部が誕生して以来，北里大学はこ

の地をメインキャンパスとして大きく発展を遂げてきた。当時原野と

も云うべきこの地に最初に足を踏み入れた教養部は，荒野に鍬をいれ

る開拓民にも等しい辛苦をなめながらも新しいものを生み出す感動も

体験したことと思われる。開校当時は整備半ばで何もなかったが，小

生は相模原キャンパス教養部に第一回生として在籍できたことを誇り

に思っている。大学創設時の教職員は大学造りに情熱を燃やし，学生

と一丸になって「北里人」としての自覚を持ち，「自らの手で自分た

ちの大学を造る」という意欲に溢れていた。北里大学の社会での認知

度も低く，また，受験生の北里に寄せる関心度も高いとは言い難い状

況であったが，入学生はまず相模原キャンパスで全学部共通の初年次

教育を受け，北里ファミリーの一員としての第一歩を踏み出したので

ある。高等教育を受けたと云う実感を持ちながら各学部に分散し，さ

らに専門教育を受けた後，「北里人」としての誇りを胸に自らの力で

活躍の場を開拓していったのである。新生北里大学の卒業生にとって

は，建学の理念“開拓・報恩・叡智と実践・不撓不屈”の教えと教職

員からの「北里は卒業生で勝負する」という期待と激励が心の支えで

あった。このように，入学時から生涯にわたる一貫した教育姿勢が本

学の目指す高等教育の基本ではなかろうか。

　さて，北里大学高等教育開発センターはこれまでに講演会やワーク

ショップといった活動を通して，学生が高校教育から大学初年次教育

へ，そして専門教育課程へと至るプロセスを順調に進むための研鑽を

支えてきたが，その成果はどのようになっているであろうか。今年度

は本センター開設5年という節目の年でもあり，自己検証も含めての

総括を行うべき時期であろう。

　小生は十和田キャンパスでの教育を軸に，他のキャンパスとの連絡

役として多くの先生方と意見交換を進める中で感じることは，異なる

キャンパス間の情報が共有されているのか，という素朴な疑問であ

る。特に，地方キャンパスで教育に携わる人間として，教育活動を有

機的に進めるなかで，情報が寸断されてしまうことが教育上の致命傷

となってしまうという危惧を感じる。そもそも，我々北里大学の教職

員はどのような学生を育て，社会に輩出したいのか，そのために必要

な方策とは一体何であるのか。大学人としての命題はあまりにもわか

りやすいことであるのに，18歳人口の減少や外部からの評価などの環

境変化への対応が要因となって，我々はその解答を導き出せなくなっ

ているのではないだろうか。「北里人」としての原点に返るためにも，

本センターの活動を総括し，その効果を検証すべきであると考える。

　人間形成の場として大学の諸活動があることを，「大学人」である

我々は忘れてはならない。そのためにも，最終的には本センターの活

動が北里大学生の人間形成に生かされ，自己検証を重ねて「北里人」

として洗練されていくことを願ってやまない。
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プロジェクト報告会

　小島 佐恵子

　高橋　勇

初年次教育プロジェクト

e-Learningプロジェクト

　初年次教育プロジェクトは，2007年の高等教育開発センターの立ち
上げ時から準備を開始しましたが，プロジェクトとしては2008年度か
ら2010年度の3年間にかけて行ってきました。メンバーは主として一
般教育部の教員でしたが，学部にも協力を募り，全ての学部の教員から
インタビュー形式で低学年の学生の変化や彼らに対する意識・対応，課
題をお聞きすることができました。また，教員 ・ 職員を問わず，実施報
告会や授業公開にもご参加いただき，多数の有用な助言をいただきまし
た。ご協力いただいた全ての方に御礼を申し上げたいと思います。
　さて，プロジェクトの目標は，初年次教育として本学に必要な内容を
検討し，プログラムを作成し，実行するということでした。そのために，
3年間で次のことを行いました。
　まず，2008年度には，教員意識調査（アンケート，インタビュー）を
行い，ニーズの把握を行い，今の資源を活用して展開できるものは何か
を考え，学習スキルの獲得を目的とした演習の設計を行いました。そこ
から，共通シラバスや授業展開例などを作り，模擬授業などを通じて，開
講までの道筋を作りました。2009年度には，共通シラバスの試行および
授業評価アンケート，半期終了後の満足度アンケートを実施し，2010年
度には，共通シラバスの改訂，授業評価アンケート，満足度アンケートの
実施，レポートガイドラインの作成を行なってきました。
　ほぼ共通シラバスに沿って実施されたクラスは8クラスでしたが，履
修者は2009・2010年とも400名を超え，1年次生の2割以上が履修した
という結果となりました。履修人数を制限したクラスとそうでないク

　教育開発部門のe-Learningプロジェクトは，情報通信技術を応用して
遠く離れたキャンパス間をつなぎ，教育・学習活動を支援する環境を整
備することを目的としており，2010年度で3年計画の3年目をむかえま
した。報告会では，これまでの3年間の活動をふりかえるとともに，こ
れまでに整備された教育・学習支援環境の紹介と今後の活動方針の説明
を行いました。
　本プロジェクトは，教育支援システムMoodleの環境整備を中心とし，
TV会議システムや遠隔講義システム，録画配信システム等の利用方法
や，教育現場における著作権の扱い，遠隔授業を成立させる制度的な裏
付けなどについて検討をしてきました。これまで講演会・講習会として，
2008年度には教育著作権セミナー，2009年度にはMoodle講習会，2010
年度には遠隔授業に使える情報技術の紹介，などを行ってきました。プ
ロジェクトの検討結果をもとに，オンライン授業のみで単位を出すいわ
ゆるe-Learning形式の授業も一部ではじまっています。また，Moodleに
ついても，システムの提供，学生の登録や年次更新の方法などの運用体
制，教員のアカウント申請手続きなどの整備を終えており，2010年度
には3年間の成果として簡易マニュアルも作成し，いつでも利用可能な
環境が整っています。機能にかなりの制限はありますが，携帯電話から

ラスがあったため，1クラスの人数にはばらつきがあり，大人数になっ
たクラスもありましたが，2010年の満足度アンケートの結果，76%の
学生が本授業は「有用である」と回答しました。また授業評価アンケー
トの結果についても，全クラス平均で「良い」（6段階中4以上）という
評価を得ました。クラス数の展開も少なく，また内容としても一部の学
生には平易なものと捉えられていることから，まだまだ課題はあります
が，概ね今回のプロジェクトの目指していた目標は達成できたのではな
いかと考えます。
　そして，今回のプロジェクトの中で中心的に扱ってきたのが，レポー
トの書き方でした。とくに一般教育部ではさまざまな分野であらゆる形
式のレポート課題が出されています。同じレポートといっても一律では
なく，講義で学んだことをまとめる学習レポートから，問いを立ててそ
れに答える研究レポートタイプのものまでさまざまです。それについて
は，重要でありながらすべてを演習で扱いきれないということ，また履
修希望者がクラス数に対して多いこと，履修者以外にも重要な点は押さ
えてもらいたいということなどから，『レポート作成のためのガイドラ
イン』を作成しました。実験レポートの書き方等も含まれており，1年
次生向けではありますが，上級生にも一部活用していただいています。
　クラスの立ち上げと施行を持って3年間のプロジェクトは終わりまし
たが，現在では，クラスの運営は一般教育部の教育委員会を中心に継続
されています。3年間，ご協力ありがとうございました。

の利用も可能です。これまでの3年間の活動で教育支援システムの環
境整備はほぼ完了しましたが，まだ活用している授業は少ないのが現状
です。今後の方針として，システム利用者を中心としたコミュニティ作
りや具体的な授業での利用事例の紹介などを通じ，さらに多くの教員の
方々に活用していただくことを目標とした活動をすすめていく予定で
す。
　次のページにMoodleの利用申請までの流れを説明した図を掲載して
あります。下記URLのページに教職員用のMoodleが用意されており，
ここからMoodleの利用に必要なアカウント
申請書をダウンロードできます。
https://gw2.clas.kitasato-u.ac.jp/moodle2
　このページからはMoodleの利用方法をま
とめた「Moodle簡易マニュアル」もダウン
ロードできます。Moodleに興味をもたれた
方は，ぜひ一度マニュアルをダウンロードし
ていただき，授業での利用を検討していただ
ければと思います。

2011年3月2日，e-Learningプロジェクトと初年次教育プロジェクトは合同で報告会を行いました。
以下ではその概要を報告したいと思います。



北里大学MoodleはWebページを見るような感じで扱える授業支援システムです。

Moodleでできること

利用開始までの流れ

●授業資料や動画の配付　　　●課題の出題や回収　　　●小テストの実施
●掲示板での意見交換　　　　●受講学生への連絡　　　●成績管理の補助  など

Moodle簡易マニュアルの入手

高等教育開発センター Webページ内の教職員情報交換用Moodleからダウンロードする
（ログインしなくてもダウンロードできます）

Moodleアカウント申請書の入手と提出

紙に印刷して提出する場合：Moodle簡易マニュアル記載のアカウント申請書を印刷する
メールで提出する場合：教職員情報交換用Moodleからアカウント申請書をダウンロードする

氏名，職員番号，メールアドレスなどを記入して高等教育開発センター Moodle事務担当へ提出する

Moodleへのアクセスとログイン

高等教育開発センター内の授業用Moodleまたは下記のURLのページへアクセスする

　https://gw.clas.kitasato-u.ac.jp/moodle
発行されたユーザ名・パスワードでMoodleへログインできます。

自分の授業用のコースを作成

・自分の所属する学部をクリックする
・ 「コースの追加」で自分の授業のコースを作成する
・�使いたい機能を追加して教材を作成する 
（コースの作り方の詳細は簡易マニュアル参照）

学生への告知と利用

自分の授業で学生へコースの情報を伝え，学生自身にコースへの
登録をさせます。
あとはコースに追加した教材を使って資料配付や小テストなどを自由に行えます。

高等教育開発センター Webページ
http://www.kitasato-u.ac.jp/cdhe/
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TOPページ
右側のボタンを
クリック

アカウントが届きます
ユーザ名とパスワードが発行
されます
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　小島 佐恵子

『レポート作成のためのガイドライン』について

　高等教育開発センターは，一般教育部と協力し，レポートの書き方

に悩む学生のために『レポート作成のためのガイドライン』を作成

しました。2011年度入学者には全員に配付し，教員にも希望者に配

付しています。これは初年次教育プロジェクトの成果を形にしたも

のでもあり，2年間の授業の経験が集約されています。今回は作成の

背景と内容を少しだけご紹介したいと思います。

　まず，なぜこのようなものを作成したかですが，プロジェクトでの

議論や実施した調査の結果などから，多くの教員が，学生のレポート

に対し，「何を求められているかわかっていない」，「どのように書く

べきか理解していない」ということを感じていることがわかりまし

た。同時に，学生の大きな悩みの一つとして「レポートをどう書いた

らいいかわからない」ということがあることがわかりました。それ

ではレポートとは何か，どのように書いたらよいかを授業で取り上

げようということになり，教養演習の一部で展開してきました。しか

し，授業では逐一扱いきれないということもあり，プロジェクトの成

果を凝縮させる形で，このガイドラインを作成することとしました。

なぜ「ガイドライン」としたかというと，「（とくに一般教育部にお

いて）レポート作成はこうすべきだ」とは一概に言えないという理

由がありました。レポート課題が求める内容によっても異なります

し，専門分野によっても異なります。しかし，「何が大事なのか」，そ

れは分野を問わず共通しています。目的（多くの場合は問い）のあ

る文章を書くこと，読み手を意識したわかりやすい文章を書くこと，

出典は必ず記すことなどが挙げられます。何をどう書いたらいいか

わからない場合，まず何が大事かを押さえられれば，何とか考えを展

開できるだろうという意図がありました。

　次に，市販のものがたくさんある中で，なぜこのようなものを作成

したのかというと，理系大学の一般教育部という点をふまえ，一般的

なレポートの書き方のみならず，実験レポートの書き方や数学のレ

ポートの書き方を加え，多様なレポートを作成するうえでの重要な

事項をまとめたかったからです。全部で33ページの薄いものですが，

一年次生にとってはもちろん，「ガイドライン」としては進級してか

らも参考にできるよう意識しました。また，挿絵はアニメーション

研究会の学生2名に書いてもらい，文章だけでは堅苦しい内容も絵に

よってわかりやすくすることができました。この冊子が学生と教員

の協同合作であることを嬉しく思います。

　ただし，まだこれは授業と同様に「試作品」であり，本当に役立っ

ているのか，わかりやすいのか，使い勝手はいいのかなど，わからな

い点が多々あります。そのため，プロジェクト自体は終わってしまっ

たのですが，教員 ・ 学生の声を聴きながら可能な範囲で改訂ができ

ればと思っています。一部の先生方には使用したクラスで内容や改

善点を尋ねるアンケートにご協力いただいていますが，お気づきの

点がございましたら，高等教育開発センターまでお知らせいただけ

れば幸いです。

　これを作成することで，実は一般教育部の教員同士もお互いの課

しているレポートがどのようなものなのか，そしてその多様性にも

改めて気がつくことができました。これも副次的ではあれ，大きな

収穫だったと思います。そして，学生がいかに多様なレポートと格

闘しているかが改めてわかったわけです。今年度の前期試験でもこ

れが活用されていることを願います。

『レポート作成のためのガイドライン』は高等教育開発センターの

ウェブサイトよりPDFファイルがダウンロードできるようになって

います。

http://www.kitasato-u.ac.jp/cdhe/publications.html
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京都FD開発推進センター

『まんがFDハンドブック おしえて！ FDマン【新任教員編】』
『まんがFDハンドブック おしえて！ FDマンVol.2【成績評価編】』

大島　武 著

『プレゼン力が授業を変える』

　一問一答という基本スタイルに，マンガという表現法を取り入

れたFDハンドブックである。京都FD開発推進センター FD研修

プログラム検討ワーキンググループによるものだ。悩む若手教員

とその悩みや疑問に答え，アドバイスする先輩教員とのやりとり

（ときに，TAや第2巻では事務職員も登場する）がマンガを通し

てリアルに描かれ，各質問の最後には「解説・チェックポイント」

が施されていて，読みやすいハンドブックとなっている。

　【新任教員編】は，授業を進める上で教員なら一度は直面する

であろう悩みや課題を取り上げた，いわゆるFDティップス集であ

る。全4章（「授業運営の工夫」「さまざまな授業形態」「教材 ・ 教

具の活用」「こんな時，どうしたら…」）合わせて30の質問で構成

される。例えば，「90分の時間配分はどうしたらよいでしょう？」

という質問のところでは，新人教員の相談に応じて授業を観に来

た先輩教員にダメ出しされ，アドバイスを受ける新人教員の姿が

描かれている。また，巻頭にある「授業デザインのための基礎知

識」は，授業が始まる前に，まずは，一読すべき内容である。

　この本は，平成23年3月に一般教育部で開催した教員研修会

の講師である，東京工芸大学准教授の大島武氏の著書であり，

書かれていることは研修会の内容にほぼ沿っている。センター

ニュース7号のこの欄で紹介した「授業の道具箱」と同様，教育

理念的なものにはほとんど触れず，教室で授業を進めるための

ノウハウを具体的に示している。「授業の道具箱」は授業だけで

なく試験での注意点なども含んでいたが，本書はよりいっそう，

教室という空間と，90分という時間の中における，教員の振る

まいに特化した内容になっている。特徴的なのは，タイトルに

もあるように，授業をいわゆる「プレゼンテーション」と捉え，

いかに受け手（学生）の注意をそらさないか，いかに伝えたい

ことを受け手の頭の中に届けるかを説いている点である。また，

日本の学生に対する教育経験に基づいて日本語で書かれている

点が，英語からの翻訳である「授業の道具箱」と比べて本書を

読みやすいものとしている。

　本書を特にお勧めしたいのは，講師となって，半期なり通年な

　続巻の【成績評価編】は，第1～4章（「成績評価の目的と機能」

「成績評価の方法と特徴」「フィードバックと学生の自己評価」「こ

んな時どうしたら…」）で，合わせて20の質問に答えている。なぜ，

成績評価をするのかといった根本的問題から，「コピペ」の話に至

るまで，成績評価に関わるさまざまな問題を取り上げている。最

後の第5章には，大学の起源，教養教育，大学設置基準，単位制度

など教員として知っておくべき「大学の基礎知識」が付け加えら

れている。

　両巻とも，対象読者として新任教員を想定しているが，授業改

善や成績評価に関する悩みは，教員を続けている限り尽きること

はないだろう。すでに心得ているといっても，時代が変われば学

生も変わる。しかし，いかに変化しようとも，ココは譲れないと

いうところもあろう。新任の方々にとって役立つガイドブックで

あることはもちろんだが，教員歴の長い方も，マンガを楽しみな

がら自身を振り返り，今後の参考にしてみてはいかがだろうか。

りの授業を担当するようになったばかりの教員の方々である。

平均的な理科系大学教員のキャリアパスを考えると，その様な

立場に立つのが大体40歳前後。それまでの間，「授業をするため

の訓練」は受けていないに等しい。仕方がないので自分の学生

時代の講義形式の授業の記憶を唯一の参考にするが，20年近く

前のものなので，色々な意味で役に立たない。その様な状況で

途方に暮れている人には是非手にとって頂きたい。

　一方本書のような「ノウハウ本」の出現に対して，必要性は

理解しつつも，「こんな事まで考えて授業をしなければならなく

なったのか」と憮然たる思いにとらわれる教員がいても不思議

ではない。学生時代に「プレゼン力」の欠片も無いような授業

を受け，なおかつそこから現在のキャリアに必要な専門知識を

得てきた教員にとってはなおさらである。「大学はいつの間に，

何故，こうなってしまったのか」について全ての教員に納得の

いく説明をすることも，広義のFD活動になるのではないか。そ

のようなことまで考えさせる本である。

メジカルフレンド社
2,600円（税別）
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表紙絵：古矢　鉄矢　本号より，センターニュースの編集
を２名体制にしました。今の所はまだ
分業体制が確立していませんが， 次号
から，より効率的に作業を進められる

ようにしたいと考えております。また，
本号より各学部のFD活動の報告も掲載
することにしましたので，ご参考にし
ていただきたいと思います。　　（江川）

編　集　後　記

◆ センター員の活動
 ・�SPSS講習会 

 2月8日・9日，東京：小島
 ・�大学コンソーシアム京都第16回FDフォーラム 

 3月5日，京都：鈴木
 ・�第17回大学教育研究フォーラム 

 3月17日・18日，京都：鈴木，小島
 ・�日本高等教育学会第14回大会 

 5月28日・29日，愛知：小島
 ・�全国私立大学FD連携フォーラム　関東圏懇談会 

 6月15日，東京：小島
 ・�全国私立大学FD連携フォーラム2011年度総会 

 7月9日，京都：鈴木
 ・�北里大学平成23年度新任教員研修 

 8月1日・2日，東京：鈴木，江川，福田，赤澤，高橋，小島
 ・�日本教育学会第70回大会 

 8月24日〜26日，千葉：小島
 ・�初年次教育学会第４回大会 

 8月31日・9月1日，福岡：小島
 ・�河合塾・（株）リアセック共催シンポジウム「今，大学教育に求められ

るジェネリックスキル」　9月3日，福岡：鈴木，小島

◆ 各学部のFD活動
・獣医学部教員研修会（第1回）平成23年4月21日　獣医学部V1号館
　「ハラスメントに関する行政・司法の判断」
　北里大学医療系研究科教授・田中克俊
・薬学部FD講習会　平成23年6月10日　薬学部1号館
　「北里大学におけるハラスメントの現状」
　　北里大学人権侵害防止委員会委員長・大石茂郎
　　北里研究所人事部・妹尾緑

　「教員と学生の円滑なコミュニュケーションのために」
　　北里大学医療系研究科教授・岩満優美
・獣医学部教員研修会（第2回）　平成23年7月5日　獣医学部V1号館
　「国際教養大学における取組の紹介」
　　国際教養大学副学長・事務局長・町田大輔
・医学部教員教育セミナー　平成23年8月12・13日
　オンワード総合研究所人財開発センター（横浜市都筑区）
　「医学研究教育について」　慶應義塾大学医学部准教授・平形道人
　ワークショップ
　　「卒前，卒後の学生，研究者指導の経験（学生医学論文を含む）から
　　感じたこと」
　　「医学生に必要な研究教育とは？」
　　「北里大学医学部における研究教育」
　　「マイクロティーチング」
・理学部・理学研究科教員研修会　平成23年8月25日　L1号館
　「2011入試結果と北里大学理学部の評価及び今後の大学入試の課題」
　　河合塾グループ（株）KEIアドバンス・佐藤靖幸
　「グローバル企業における人材教育ならびに大学への期待」
　　ヘモネティクスジャパン合同会社社長・服部恵子
　「相模原市の地震対策」
　　相模原市危機管理室副主幹・大貫滋
・看護学部教員教育研修会　平成23年8月30日　L2号館
　「教員の教育・研究の支援に向けて」
　　北里大学医学部付属臨床研究センター教授・佐藤敏彦

　去る5月23日（月）午後5時より7時まで，相模原校舎L2号館で第7
回の講演会が行われました。講師は大学基準協会の生和秀敏氏，演題
は「大学教育の実質化と新大学評価システム」でした。講演の内容
は，テレビ会議システムにより他のキャンパスへも中継されました。

　大学評価を受ける立場の教員にとって，評価する側の人の話は大
変興味深く，普段の講演会よりは遅い時刻の開催でしたが，学外を
含む多くの参加者を集めました。次号で講演会の概要をお伝えいた
します。

　平成23年度の新任教員研修が，去る8月1日（月），2日（火）に
クロス・ウェーブ東中野で行われました。今回の参加者は両日とも
23名でした。
　初日は北里大学人事部が担当し，午前は柴忠義学長の挨拶と講
話，続いて大石茂郎人事担当常任理事の講話がありました。午後か
らは，日本ODコンサルタンツのトレーナーである近藤裕子氏によ
る「教員としてのコミュニケーション能力に磨きをかける」をテー
マとした講習と「私が目指す教員像」についてのディスカッション
がありました。夜は懇親会と自由懇談で互いの親交を深めました。

　二日目が高等教育開発センターの担当で，最初に本学健康管理セ
ンターの山田裕子講師による講話「最近の学生気質と学生相談の傾
向」がありました。続いて午前の残りと午後まで通したFDワーク
ショップ「学生とどう向き合うか」を行いました。まず小島佐恵子
センター員による「学生調査結果に見る本学の学生像」の報告があ
り，続いて高橋勇センター員の指導で参加者が5つのグループに分か
れて，これまで学生と接してきた中で経験した問題点の紹介と解決
策の討議に入りました。グループ討議は午後も続けられ，最後に各
グループによる発表・質疑応答・講評で全プログラムを終了しました。

第7回高等教育開発センター講演会

平成23年度北里大学新任教員研修を終えて


